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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 税引前四半期純利益
当社株主に帰属する四半

期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 72,558 12.6 3,369 ― 3,117 ― 1,519 ―

24年3月期第2四半期 64,460 23.7 △2,283 ― △4,673 ― △4,539 ―

（注）四半期包括利益 25年3月期第2四半期 △4,492百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △10,979百万円 （―％）

1株当たり当社株主に帰属する四半
期純利益

希薄化後1株当たり当社株主に帰
属する四半期純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 8.76 8.75
24年3月期第2四半期 △26.20 △26.20

総資産 資本合計（純資産） 株主資本 株主資本比率
百万円 百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 211,629 125,826 125,826 59.5
24年3月期 219,226 131,552 131,552 60.0

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00

25年3月期 ― 10.00

25年3月期（予想） ― 10.00 20.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益
百万円 ％ 百万円 ％

通期
140,000 

～160,000
△0.7

～13.4
6,000 

～16,000
―



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付P.4「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付P.4「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更 

（注）詳細は、添付P.4「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本短信には、将来の事象についての、当社の現時点における期待、見積りおよび予測に基づく記述が含まれております。これらの将来の事象に係る記述
は、当社における実際の財務状況や活動状況が、当該将来の事象に係る記述によって明示されているものまたは暗示されているものと重要な差異を生じ
るかもしれないという既知および未知のリスク、不確実性その他の要因が内包されており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 3社 （社名）
Advantest America Corporation (Hold
ing Co.)、Advantest America, Inc.、Ve
rigy Ltd.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 199,566,770 株 24年3月期 199,566,770 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 26,045,251 株 24年3月期 26,295,390 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 173,304,731 株 24年3月期2Q 173,271,864 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第2四半期連結累計期間（2012年4月1日～2012年9月30日）の状況   （単位：億円） 

 
2012年3月期  

第2四半期連結累計期間
2013年3月期 

第2四半期連結累計期間
前年同期比 

受注高 660   715   8.3％   

売上高 645   726   12.6％   

営業利益 △23   34   －   

税引前四半期純利益 △47   31   －   

四半期純利益 △45   15   －   

(昨年買収したVerigy Ltd.の業績は2011年度第2四半期より連結計上) 
 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、南欧諸国の債務問題に起因した欧州経済の停滞が長

期化し、またこれまで世界経済の下支え役を担ってきた中国経済に減速感が生じるなど、景気の先行き

に対する懸念を一層深める要素が相次ぐ中で推移しました。 

半導体関連市場においては、これら世界的な経済成長の鈍化に伴う消費者需要の伸び悩みが、民生品

向けを中心に影を落としています。なかでも半導体の市場動向に大きな影響を及ぼすパソコン需要が軟

化していることで、半導体市場全体も当初の成長期待を下回る水準で推移しました。一方で、スマート

フォンやタブレット型端末などのモバイル機器市場は堅調な成長が続いており、それらモバイル機器に

搭載される半導体に対する微細化や生産能力増強に向けた動きが、当累計期間における半導体設備投資

の牽引役となりました。 

このような環境のもと、当社は、昨年のVerigy Ltd.（以下、旧Verigy社）買収以降大きく広がった

製品ポートフォリオを活用し、業績の伸長に努めました。特に、スマートフォンやタブレット型端末の

基幹部品であるアプリケーション・プロセッサやベースバンド・プロセッサなど、テスタ需要の拡大著

しい分野における事業機会の獲得に注力しました。 

以上の結果、受注高 715 億円（前年同期比 8.3％増）、売上高 726 億円（同 12.6％増）、営業利益 34

億円、税引前四半期純利益 31 億円、四半期純利益 15 億円となりました。海外売上比率は 91.1％（前年

同期88.2％）です。 
 

セグメントの業績は次のとおりであります。 
 

＜半導体・部品テストシステム事業部門＞                         （単位：億円） 

  
2012年3月期   

第2四半期連結累計期間
2013年3月期 

第2四半期連結累計期間
前年同期比 

受注高 546   557       2.1％ 

売上高 497   564      13.6％   

営業利益 41   90     117.4％   
 

当部門では、モバイル機器市場の活発な動きを背景に、非メモリ半導体用テストシステムの需要が順

調に推移したことで、全体としての業績も上向きました。なかでも、通信用半導体のテストに強みを持

つ非メモリ半導体用テストシステム「Ｖ９３０００」が好調でした。他方、パソコン販売の軟化の影響

を受け、メモリ半導体用テストシステムは今夏以降厳しい状況におかれました。 

以上により、当部門の受注高は 557 億円（前年同期比 2.1％増）、売上高は 564 億円（同 13.6％増）、

営業利益は90億円（同117.4％増）となりました。 
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＜メカトロニクス関連事業部門＞                                （単位：億円） 

  
2012年3月期   

第2四半期連結累計期間
2013年3月期 

第2四半期連結累計期間
前年同期比 

受注高 75   74   △2.0％   

売上高 101    82   △18.9％   

営業利益 △3   △20   －   
 

当部門では、メモリ半導体用テストシステムの需要が減少している影響を受け、テスト・ハンドラや

デバイス・インタフェースの需要が伸び悩みました。 

以上により、当部門の受注高は 74 億円（前年同期比 2.0％減）、売上高は 82 億円（同 18.9％減）、営

業損失は20億円となりました。 

 

＜サービス他部門＞                                     （単位：億円） 

  
2012年3月期   

第2四半期連結累計期間
2013年3月期 

第2四半期連結累計期間
前年同期比 

受注高  72   93   28.2％   

売上高 78   97   24.4％   

営業利益  1   3   98.0％   
 

当部門では、テストシステムの需要が全体として伸びたことを受けて、顧客からのサービス需要も堅

調に推移しました。 

以上により、当部門の受注高は 93 億円（前年同期比 28.2％増）、売上高は 97 億円（同 24.4％増）、

営業利益は3億円（同98.0％増）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第 2 四半期末の総資産は、前年度末比 76 億円減少し、2,116 億円となりました。この主な要因は、

現金および現金同等物が 72 億円減少したことなどによります。負債合計は短期借入金および未払費用

が、それぞれ 250 億円および 21 億円減少し、社債が 250 億円増加したことなどにより、前年度末比 19

億円減少し、858 億円となりました。また、株主資本は 1,258 億円となり、株主資本比率は前年度末比

0.5ポイント減少し、59.5％となりました。 

 

 （キャッシュ・フロー計算書） 

  当第 2 四半期末における現金および現金同等物は、前年度末より 72 億円減少し、510 億円となりまし

た。当第 2 四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、四半期純利益（15 億円）に加え、減価償却費などの非資金項

目等の損益を調整した結果、24億円の収入（前年同期は、42億円の収入）となりました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、61 億円の支出（前年同期は、369 億円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の購入（△59億円）によるものであります。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、15 億円の支出（前年同期は、264 億円の収入）となりました。

これは主に、短期借入金の返済（△250 億円）、社債発行による調達（250 億円）および配当金の支払

（△17億円）によるものであります。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当社は、今後のイノベーションを生み出す源泉として、2011年に買収した旧Verigy社との完全事業統

合および両社の企業文化の融合“Advantest Culture Transformation”を、最重要経営課題と位置付け

ており、この“Advantest Culture Transformation”の頭文字と「行動する」という英単語を掛け合わ

せた全社運動「ACT2014」を、当2012年度より推進しています。この「ACT2014」運動では、中長期にわ

たる持続的成長に向けた経営目標として「売上高2,500億円」、「営業利益率20％以上」、「テスタ･ハンド

ラの合計市場シェア50％以上」の３つを定めるとともに、全社を挙げてこれらの2014年度での達成に向

けて邁進しています。 

かかる経営目標達成のため、当社は 2012 年 8 月に事業部制の改組を行いました。これにより、新製

品の開発スピードと経営資源配分の機動性がグローバルにわたって一層強化されます。また、世界各国

に設けた当社と旧 Verigy 社の事業拠点の集約作業を、当年度中の完了を目途とし順次進めており、既

に導入済みのグローバル統一人事制度とあいまって、全社の業務効率向上が今後さらに図られるものと

期待しています。 

業績の予測につきましては、マクロ経済の先行きに対する警戒感とともに、今夏以降パソコンの販売

不振が鮮明となった結果、新規の設備投資に対する慎重姿勢が顧客各社に広がっています。この事業環

境の変化を踏まえ、通期の連結業績予想を売上高 1,400～1,600 億円、営業利益 60～160 億円へ修正い

たします。 

しかし、業界の先行きを展望すれば、スマートフォン市場やタブレット型端末市場の拡大が、モバイ

ルコンピューティングに関わる半導体のさらなる高度化や生産量増加を促すという基調は、当面維持さ

れるものと見込まれます。そうした先端的半導体の成長に支えられ、半導体テスタ市場も、年明け以降

再び好転すると期待されます。 

このような環境下、当社は、成長分野での顧客拡大やシェア拡大を通じた業績の伸長に、今後も努め

てまいります。また、中期目標の 2014 年度達成を目指す中で重要と位置づける新規事業の拡大につい

ても、クラウド・テスティング・サービス事業を管掌する関係子会社の設立などを通じ、たゆまず取り

組んでまいります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  除外 3社 

①Advantest America Corporation (Holding Co.) 

当該特定子会社は、当社の子会社である Verigy US, Inc.に吸収合併されました。なお、Verigy US, 

Inc.は、2012年4月1日付で商号を「Advantest America, Inc.」に変更しております。 
 

②Advantest America, Inc. 

当該特定子会社は、当社の子会社である Verigy US, Inc.に吸収合併されました。なお、Verigy US, 

Inc.は、2012年4月1日付で商号を「Advantest America, Inc.」に変更しております。 
 

③Verigy Ltd. 

当該特定子会社は、当社の子会社である Advantest (Singapore) Pte. Ltd.に吸収合併されました。 

 

（２）簡便な会計処理および特有の会計処理の適用 

  税金費用については、当第 2 四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 
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（３）会計方針の変更 

  2011 年 6 月に、米国財務会計基準審議会は、包括利益の表示に関する基準を改訂しました。当該基準

では、包括利益を株主持分変動計算書で表示する選択肢を削除し、包括利益の構成要素を１つの連続し

た包括利益計算書で表示する方法か、または連続した２つの計算書として表示することを要求しており

ます。また、2011 年 12 月に、米国財務会計基準審議会は、先に改訂した包括利益の表示に関する基準

の新規定のうち、その他の包括利益累計額からの組替調整額の表示に対する修正の適用日の延期を公表

しました。当社および当社の連結子会社（以下、アドバンテスト）は、2012 年 4 月 1 日より開始する第

1 四半期から当該基準を適用しました。当該基準の適用による経営成績および財政状態への重要な影響

はありません。 

 

  2011 年 9 月に、米国財務会計基準審議会は、のれんの減損テストに関する基準を改訂しました。当該

基準では、企業が実施するのれんの減損テストにおいて、報告単位の公正価値を算定する前に、定性的

要因を評価することが認められ、企業は報告単位の公正価値が帳簿価額を下回るという確率が 50％超で

あると判断した場合を除き、報告単位の公正価値を算定する必要はありません。アドバンテストは、

2012 年 4月 1日より開始する第1四半期から当該基準を適用しました。当該基準の適用による経営成績

および財政状態への重要な影響はありません。 



（株）アドバンテスト（6857）2013年3月期　第2四半期決算短信

３．四半期連結財務諸表等

　(１) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度 当第2四半期連結会計期間

(2012年3月31日) （2012年9月30日）

資産の部

現金および現金同等物 58,218 51,000

売上債権（貸倒引当金控除後） 24,119 25,218

棚卸資産 29,836 31,027

その他の流動資産 6,522 6,359

　流動資産合計 118,695 113,604

投資有価証券 5,929 4,692

有形固定資産（純額） 34,206 37,144

無形資産（純額） 15,794 14,124

のれん 36,496 34,494

その他の資産 8,106 7,571

　資産合計 219,226 211,629
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（単位：百万円）

前連結会計年度 当第2四半期連結会計期間

(2012年3月31日) (2012年9月30日)

負債の部

買掛金 15,659 15,201

短期借入金 25,000 －

未払費用 12,068 9,940

製品保証引当金 2,129 2,094

前受金 2,228 2,523

その他の流動負債 3,288 4,256

  流動負債合計 60,372 34,014

社債 － 25,000

未払退職および年金費用 23,444 23,276

その他の固定負債 3,858 3,513

  負債合計 87,674 85,803

契約債務および偶発債務

資本の部

資本金 32,363 32,363

資本剰余金 42,280 42,401

利益剰余金 179,081 178,297

その他の包括利益（△損失）累計額 △ 22,574 △ 28,585

自己株式 △ 99,598 △ 98,650

  資本合計 131,552 125,826

  負債および資本合計 219,226 211,629
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　(２) 四半期連結損益計算書

（第2四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 当第2四半期連結累計期間

（自 2011年4月 1日 （自 2012年4月 1日

   至 2011年9月30日）    至 2012年9月30日）

売上高 64,460 72,558

売上原価 34,199 34,498

売上総利益 30,261 38,060

研究開発費 13,824 16,674

販売費および一般管理費 18,720 18,017

営業利益（△損失） △ 2,283 3,369

その他収益（△その他費用）

受取利息および受取配当金 185 91

支払利息 △ 66 △ 60

その他 △ 2,509 △ 283

その他収益（△その他費用）合計 △ 2,390 △ 252

税引前四半期純利益（△損失） △ 4,673 3,117

法人税等 △ 169 1,628

持分法投資利益（△損失） △ 35 30

四半期純利益（△損失） △ 4,539 1,519

（単位：円）

前第2四半期連結累計期間 当第2四半期連結累計期間

（自 2011年4月 1日 （自 2012年4月 1日

   至 2011年9月30日）    至 2012年9月30日）

１株当たり四半期純利益（△損失）

基本的 △ 26.20 8.76

希薄化後 △ 26.20 8.75
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（第2四半期連結会計期間）

（単位：百万円）

前第2四半期連結会計期間 当第2四半期連結会計期間

（自 2011年7月 1日 （自 2012年7月 1日

   至 2011年9月30日）    至 2012年9月30日）

売上高 37,612 39,203

売上原価 20,433 18,701

売上総利益 17,179 20,502

研究開発費 8,038 8,620

販売費および一般管理費 12,208 9,269

営業利益（△損失） △ 3,067 2,613

その他収益（△その他費用）

受取利息および受取配当金 68 23

支払利息 △ 65 △ 30

その他 △ 1,987 △ 744

その他収益（△その他費用）合計 △ 1,984 △ 751

税引前四半期純利益（△損失） △ 5,051 1,862

法人税等 △ 177 775

持分法投資利益（△損失） △ 11 9

四半期純利益（△損失） △ 4,885 1,096

（単位：円）

前第2四半期連結会計期間 当第2四半期連結会計期間

（自 2011年7月 1日 （自 2012年7月 1日

   至 2011年9月30日）    至 2012年9月30日）

１株当たり四半期純利益（△損失）

基本的 △ 28.19 6.32

希薄化後 △ 28.19 6.32

- 9 -
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　(３) 四半期連結包括利益計算書

 （第2四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 当第2四半期連結累計期間

（自 2011年4月 1日 （自 2012年4月 1日

    至 2011年9月30日）     至 2012年9月30日）

四半期純利益（△損失） △ 4,539 1,519

その他の包括利益（△損失）（税効果調整後）

為替換算調整勘定 △ 6,084 △ 5,856

純未実現有価証券評価損益

当期発生純未実現損益 △ 1,130 △ 813

控除　純実現損益の再分類調整 685 251

純未実現損益 △ 445 △ 562

年金債務調整 154 407

未実現デリバティブ評価損益 △ 65 －

その他の包括利益（△損失）合計 △ 6,440 △ 6,011

四半期包括利益（△損失） △ 10,979 △ 4,492

 （第2四半期連結会計期間）

（単位：百万円）

前第2四半期連結会計期間 当第2四半期連結会計期間

（自 2011年7月 1日 （自 2012年7月 1日

    至 2011年9月30日）     至 2012年9月30日）

四半期純利益（△損失） △ 4,885 1,096

その他の包括利益（△損失）（税効果調整後）

為替換算調整勘定 △ 5,523 △ 1,620

純未実現有価証券評価損益

当期発生純未実現損益 △ 916 △ 222

控除　純実現損益の再分類調整 685 251

純未実現損益 △ 231 29

年金債務調整 76 123

未実現デリバティブ評価損益 △ 65 －

その他の包括利益（△損失）合計 △ 5,743 △ 1,468

四半期包括利益（△損失） △ 10,628 △ 372
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　(４) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 当第2四半期連結累計期間

（自 2011年4月 1日 （自 2012年4月 1日
   至 2011年9月30日）    至 2012年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

四半期純利益(△損失) △ 4,539 1,519

営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

減価償却費 2,877 3,838

繰延法人税等 △ 233 △ 322

ストック・オプションによる報酬費用 218 291

投資有価証券評価損 1,345 388

売上債権の増減(△増加) △ 1,344 △ 1,965

棚卸資産の増減（△増加） △ 1,768 △ 1,784

買掛金の増減(△減少) 5,638 250

未払費用の増減（△減少） △ 129 △ 1,875

未払退職および年金費用の増減（△減少） 61 578

その他 2,067 1,478

営業活動によるキャッシュ・フロー  計 4,193 2,396

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期投資の増減(△増加) 13,744 －

売却可能有価証券の売却による収入 9,762 －

子会社買収額（取得現金控除後） △ 57,145 －

有形固定資産の売却による収入 76 23

有形固定資産の購入額 △ 3,293 △ 5,878

無形資産の購入額 △ 143 △ 244

その他 50 22

投資活動によるキャッシュ・フロー  計 △ 36,949 △ 6,077

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の増加（△減少） 41,146 △ 25,000

社債発行による調達 － 25,000

転換社債の償還による支出 △ 13,830 －

配当金の支払額 △ 865 △ 1,728

その他 △ 8 208

財務活動によるキャッシュ・フロー  計 26,443 △ 1,520

現金および現金同等物に係る換算差額 △ 4,472 △ 2,017

現金および現金同等物の純増減額（△減少） △ 10,785 △ 7,218

現金および現金同等物の期首残高 75,323 58,218

現金および現金同等物の四半期末残高 64,538 51,000

- 11 -
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（５）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（６）セグメント情報

単位：百万円

前第2四半期連結累計期間

（自　2011年4月1日　至　2011年9月30日）　

半導体・ メカトロ

部品テスト ニクス

システム事業 関連事業

　外部顧客に対する売上高 46,664 10,041 7,755 -          64,460

　セグメント間の内部売上高 3,038 34 -          △ 3,072 -           

売上高 49,702 10,075 7,755 △ 3,072 64,460

調整前営業利益（△損失） 4,144 △ 321 128 △ 6,016 △ 2,065

（調整）ストック・オプション費用  218

営業利益（△損失） △ 2,283

単位：百万円

当第2四半期連結累計期間

（自　2012年4月1日　至　2012年9月30日）　

半導体・ メカトロ

部品テスト ニクス

システム事業 関連事業

　外部顧客に対する売上高 55,276 7,631 9,651 -          72,558

　セグメント間の内部売上高 1,162 543 -          △ 1,705 -           

売上高 56,438 8,174 9,651 △ 1,705 72,558

調整前営業利益（△損失） 9,010 △ 1,956 254 △ 3,648 3,660

（調整）ストック・オプション費用  291

営業利益（△損失） 3,369

サービス他
消去または

全社
合計

サービス他
消去または

全社
合計
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単位：百万円

前第2四半期連結会計期間

（自　2011年7月1日　至　2011年9月30日）　

半導体・ メカトロ

部品テスト ニクス

システム事業 関連事業

　外部顧客に対する売上高 26,706 6,058 4,848 -          37,612

　セグメント間の内部売上高 2,851 1 -          △ 2,852 -           

売上高 29,557 6,059 4,848 △ 2,852 37,612

調整前営業利益（△損失） 1,541 △ 127 △ 247 △ 4,016 △ 2,849

（調整）ストック・オプション費用  218

営業利益（△損失） △ 3,067

単位：百万円

当第2四半期連結会計期間

（自　2012年7月1日　至　2012年9月30日）　

半導体・ メカトロ

部品テスト ニクス

システム事業 関連事業

　外部顧客に対する売上高 29,755 4,392 5,056 -          39,203

　セグメント間の内部売上高 801 437 -          △ 1,238 -           

売上高 30,556 4,829 5,056 △ 1,238 39,203

調整前営業利益（△損失） 5,665 △ 809 228 △ 2,180 2,904

（調整）ストック・オプション費用  291

営業利益（△損失） 2,613

（注）１.　全社に含まれる営業利益（△損失）への調整は、主として全社一般管理費および事業セグメントに割り当て

　　 られていない基礎的研究活動に関連する研究開発費であります。

２.　アドバンテストは、ストック・オプション費用調整前営業利益（△損失）をマネジメントによる事業別

　 　セグメントの評価等に使用しております。

（７）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

サービス他
消去または

全社
合計

サービス他
消去または

全社
合計
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２０１２年１０月２５日

 株式会社アドバンテスト

2012年度第2四半期　決算（連結）の概要

１. 受注・受注残 上段は2012年7月26日に発表した業績予想値であります。 （単位：億円）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q比 2Q累計 前年同期比

(750～800)

384 276 259 343 462 253 Δ45.2% 715 8.3%

412 400 352 236 364 225 Δ38.1% 225 Δ43.6%

２. 損益 上段は2012年7月26日に発表した業績予想値であります。 （単位：億円）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 1Q比 2Q累計 前年同期比

(720～770)

268 377 307 458 334 392 17.5% 726 12.6%

売 上 原 価 137 205 173 208 158 187 18.4% 345 0.9%

研 究 開 発 費 58 80 77 88 81 86 7.0% 167 20.6%

販売費および一般管理費 65 123 87 101 87 93 6.0% 180 Δ3.8%

(30～60)

8 Δ31 Δ30 61 8 26 245.6% 34 -         

(2.9%) (Δ8.2%) (Δ9.9%) (13.4%) (2.3%) (6.7%) (4.6%)

営 業 外 損 益 Δ4 Δ20 Δ4 Δ14 5 Δ8 -         Δ3 -         

4 Δ51 Δ34 47 13 18 48.3% 31 -         

(1.4%) (Δ13.4%) (Δ11.1%) (10.1%) (3.8%) (4.7%) (4.3%)

法 人 税 等 1 Δ3 Δ2 Δ8 9 7 Δ8.0% 16 -         

3 Δ48 Δ32 55 4 11 158.9% 15 -         

(1.3%) (Δ13.0%) (Δ10.4%) (12.1%) (1.3%) (2.8%) (2.1%)

３. 2012年度業績予想 （単位：億円）

1,420 ～1,680 12.5%  ～  33.1%

1,400 ～1,600 Δ0.7%  ～  13.4%

60 ～   160 7.2倍 ～ 19.1倍

(4.3%)  ～  (10.0%)

４. 財政状態 （単位：億円）

１Q末 2Q末 3Q末 4Q末 1Q末 2Q末 1Q比

2,252 2,289 2,195 2,192 2,131 2,116 Δ0.7%

1,369 1,276 1,250 1,316 1,257 1,258 0.1%

60.8% 55.7% 57.0% 60.0% 59.0% 59.5% -         

５. 配当の状況 （単位：円）

（基準日） 中間期末 期末 年間 中間期末 期末(予想) 年間(予想)

5.00 10.00 15.00 10.00 10.00 20.00

受 注 高

受 注 残

2012年度実績

2012年度

2012年度実績

2011年度実績

2011年度実績

売 上 高

１ 株 当 た り 配 当 金

株 主 資 本 比 率

( 売 上 高 比 率 )

総 資 産

株 主 資 本

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

営 業 利 益

2012年度実績

( 売 上 高 比 率 )

2011年度

2011年度実績

営 業 利 益

( 売 上 高 比 率 )

( 売 上 高 比 率 )

2012年度業績予想
金額 前年度比

受 注 高

売 上 高
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